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今期（令和4年5月～現在）議会を振り返って

　今期議会は、アフターコロナの時期から始まりました。コロナ禍を
乗り越える中で、村内では新たな施設の開設が進められる一方、平
成29年災害を振り返り、その経験と教訓を後世に伝えるための企画
「その声を後世に紡ぎたい」を開始しました。しかし、その連載の途
中で、東峰村は再び大きな災害に見舞われることとなりました。
　災害復旧工事と地域振興事業が同時に進む中、これからの東峰村に
何が必要なのかについて、議会では多くの議論を重ねてきました。
　令和5年からは、議員定数の在り方についての調査を開始し、
大正大学の江藤教授をアドバイザーに迎え、「議会力アップ」の取
り組みが本格的に始まりました。今期議会の特徴でもある常任委
員会の活動は一層活発となり、1年から数年にわたって取り組んで
きた政策サイクルについても、単なる提言にとどまらず、「政策実
現」を意識した議会活動へと発展してきました。
　今後も、この「議会力アップ」の取り組みを次期議会へ着実に引
き継ぎ、村民福祉のさらなる向上に向けて、議会としての役割を果
たしてまいります。

11月8日 ほうしゅ楽舎（20名） 11月6日 せせらぎ鼓（７名）

11月7日 いずみ館（5名） 11月5日 小石原公民館（6名）

村の“これから”を考える

議会報告会議会報告会
令和６年度

　11月5日～8日に議員報告会を開催しました。平成29
年の災害以降開催できずにいましたが、今回、4会場で開
催しました。今後の議会活動に対するたくさんの有意義な
ご意見（P4～5）をいただき、議員一同感謝申し上げます。

令和７年１月号 （７７号）

議員定数調査特別委員会報告議会力アップへ向けて

議
員
定
数
は
現
状
維
持
で
決
定

住
民
の
多
様
な
意
見
を
活
か
す
た
め
に

　
１
月
30
日
開
催
の
議
員
定
数
調

査
特
別
委
員
会（
全
体
会
）に
て
、

各
議
員
よ
り
議
員
定
数
に
係
る
聴

取
を
行
い
ま
し
た
。　

「
現
状
維
持
」が
８
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、「
１
名
減
」

が
２
名
、８
対
２
で「
現
状
維
持
」

が
多
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と
か
ら
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現
状
維
持
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最
終
的
な
判
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と
い
た
し
ま
し

た
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断
理
由
及
び
課
題
に
つ
い
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は
、左
記
の
と
お
り
で
す
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ま
た
、議
員
定
数
を
調
査
す
る

に
あ
た
っ
て
、こ
れ
ま
で
全
議
員
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た「
議
会
力
ア

ッ
プ
」に
つ
い
て
は
、継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

定数維持の理由（定数削減の課題）定数削減の理由（定数維持の課題）

今後の議員定数を取り巻く課題

住民の声を聴く機能、行政の監視、政策サイクル・政策提言を行うためには人の力（人
数）が必要。

①議会の機能

多様な意見が出にくくなること（意見の偏り）や、議論の深まりが期待できない。少数
の意見で決定する場合がある。

②意見の多様性

東峰村の人口が16年前の2,800人から1,700人を切ろうとする時に、当時
の議員定数でいいのか。当時は旧小石原村地域6名＋旧宝珠山村地域6名の
12名、その4年後には10名になった。1度定数削減をしているが、住民アン
ケート等も考えると、最低1名の削減は提案をしなければ、住民の納得は得ら
れない。

① 人 口 減
少への対応

現状維持では、次の選挙以降で立候補者が足りずに定員割れした時には、必
ず定数問題が出てくる。

② 選 挙 時
の定員割れ

議員定数を行財政改革の視点で議論すべきではない。③行財政改革と異
なる視点

2つの常任委員会が維持できることを考えると、活発で多様性のある議論ができるの
は、1常任委員会あたり7～8人が必要（町村では6名程度）。本議会では常任委員会
5人で何とか活動している現状を踏まえ、これ以上減らすと活性化できない。

④常任委員会の適
正人数

議員の負担が大きくなる。いくつも兼任をしながらできない。⑤議員の負担増

旧小石原村では議員8名だったが、合併後の地区数は、当時よりも倍以上に増えてい
るので、多様な意見を聞くことが難しい。

⑥合併前の地区数
との比較

新人の方が立候補しづらい。⑦新人の立候補

定数削減を行った議会では、削減したことへの後悔や増やした方がいいとの意見もあ
った。

⑧定数を削減した
議会の意見を参考

国会や県議会では奇数の定数だが、一般的に町村議会の場合は、偶数の定数が多い。
偶数の場合、議長の意見が出せない。その場合、奇数がいいが、減も増も難しいことか
ら現状維持がベター。

⑨定数が奇数また
は偶数の場合

その議員定数になった時に協議をして考えるべき。議員定数を決める中で、委員会の
あり方を考えるのは厳しい。

⑩委員会のあり方

　住民アンケートや議会報告会で住民の皆さまからのご意見を踏まえ、最終的に議員定数は「現状維持」する判断に至り
ました。議員全員が、今後も議員定数を取り巻く課題を真摯に受け止め、住民福祉の向上に努めてまいります。
　最後に、本特別委員会の調査にご協力いただいた関係各位に感謝申し上げます。

①アンケートで「削減すべきだ」という意見を認識すべき。

②今行っている議会力アップの取組をより一層の充実を図っていくことが大切。

③「議員定数を減らせ」という意見の方たちに納得してもらえるような議員活動の見える化を
していく必要がある。

④人口がさらに減少した場合、再度議員定数の削減の検討をしないといけない。

⑤次の選挙で無投票や定員割れすることが起きる等、議員の成り手問題がある。次の選挙まで
に、しっかりとした民主主義の10人の議会を維持していくための努力も議会として必要。新
人が立候補準備をしやすくするために、出馬する方は早めに宣言することや、議員の仕事や
役割を学ぶ・伝える場を作る必要がある。

現状維持を最終判断とする現状維持  ８名 １名減  ２名
議員定数に係る聴取の結果

今後も議会力アップを継続します！
① 議会基本条例の見直し（議会運営委員会）
② 政策サイクルの形成（総務・経済常任委員会）
③ 議会事務局の事務体制のあり方（議会運営委員会）

令和７年４月号 （７８号）
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れ
ま
す
か
？

　令
和
5
年
度
初
め
に
開
館
さ
れ
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。7
月
開
催
予
定
の
臨
時
議
会
に

て
、工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
議
決
後
、本
年
7
月

か
ら
令
和
5
年
3
月
中
旬
ま
で
の
工
期
で
建
設
工

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

ど
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よ
う
な
施
設
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と
な
り
ま
す
か
？

　施
設
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
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よ
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営
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行
い
ま
す
か
？

　
誰
が
運
営
す
る
の
で
す
か
？

　岩
屋
キ
ャ
ン
プ
場
や
ポ
ー
ン
太
の
森
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
と
同
様
の
、指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
運
営
が
行
わ
れ
ま
す
。今
後
運
営
事
業
者
の
公

募
・
選
定
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。宿
泊
施
設

の
運
営
に
と
ど
ま
ら
ず
、体
験
交
流
事
業
の
企
画
・

運
営
や
防
災
拠
点
及
び
地
域
交
流
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
担
う
た
め
、運
営
に
多
様
な
経
験
・
知

識
を
有
す
る
事
業
者
が
望
ま
れ
ま
す
。

　議
会
で
は
、今
後
の
進
捗
に
つ
い
て
、

随
時
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ま
い
り
ま
す
。

東峰見聞録

　令和4年度予算に約3億4900万円（工事費及び関連経費を含む）を計上し、可決
した新ほうしゅ楽舎建設事業。今年7月には建設工事が開始される見込みです。建設
から運用開始まで、議会としても事業進捗を注視していきます。
　現在、議会に説明が行われている内容を質問形式で説明します。

①
田
植
え
や
陶
芸
体
験
な
ど
、農
村
の
暮
ら
し

文
化
を
体
験
す
る
、農
林
業
体
験
交
流
事
業

②
宿
泊
・
食
事
の
提
供
を
行
う
、観
光
交
流
事
業

③
災
害
時
の
地
域
住
民
の
避
難
場
所
や
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機
能
を
有
す
る
、防
災

拠
点
事
業

④
様
々
な
行
事
や
集
会
な
ど
の
住
民
の
交
流
拠

点
と
な
る
、村
民
交
流
事
業

室　名 規　模 概　要

共用スペース 65.36㎡ 廊下、玄関

34台（内、身体障害者用2台、大型2台）駐車スペース
管理スペース 39.6㎡ 事務室、便所、機械室などの管理機能をバックヤード側に設置する。

合　計 536.37㎡

多目的室 117㎡ 研修や講座、地域の法事などの多様な使い方の
できる講堂スペース

大人数が収容でき、フローリング仕様の講堂。畳または段ボール
ベットを活用して団体客の宿泊スペースとしても利用できる。

食事スペース
・食堂
・厨房

62.7㎡ 地場の農産物、農産加工品などを使用した
メニューを提供する食堂スペース

食堂スペースに併設して厨房を配置する。上記のようなメニューに加え、
テイクアウトできる軽食や飲み物の提供ができる厨房機器を設置する。

交流スペース
・談話スペース
・ロビー

59.82㎡ 研利用者が自由に利用できるフリースペース
利用予約なしで利用でき、ロビーや食事スペースとつなげた利用も
できる。

宿泊スペース
・客室 ×4
・浴室更衣室
・トイレ

191.59㎡ 体験プログラムや合宿利用者が宿泊するスペース
2～4人が宿泊できる個室(和室2、洋室2)を設け、大浴場、トイレを
備える。

完成イメージ

多目的室館内イメージ

令和４年７月号 （６７号）

BRT専用軌道区間

宝珠山駅舎平面図
一般道へ

BRT乗り場
ミュージアム
（旧ホーム）

トイレ
カフェ

こどものえき
（キッズルーム）

待合スペース

6月定例会トピックス  ここに注目！
　6月定例会は、6月11日から13日までの会期で開催しました。 6人の議員が一般質問を
し、令和6年度補正予算（一般会計・国民健康保険特別会計・後期高齢者特別会計）、条例
制定1件、条例改正1件、契約1件を慎重審議の上、原案通り可決しました。 

　
議
会
と
し
て
は
、
総
務
常
任
委

員
会
及
び
全
員
協
議
会
で
、
今
回

の
原
因
の
正
確
な
把
握
や
、
再
発

防
止
の
対
応
、
対
象
者
へ
の
わ
か

り
や
す
い
説
明
の
あ
り
方
な
ど
、

継
続
し
て
協
議
し
指
摘
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
回
の
よ
う
な
未

還
付
に
つ
い
て
は
、
税
の
公
平
性

に
も
大
き
く
関
わ
る
問
題
で
も
あ

り
、
議
会
と
し
て
は
行
政
に
対
し

　
今
年
２
月
15
日
に
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
過
誤
納
金
還
付
通

知
書
未
送
付
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
、
平
成
20
年
か
ら
27

年
ま
で
の
間
も
、
合
計
１
０
９

件
の
通
知
書
未
送
付
が
判
明
し
ま

し
た
。
６
月
定
例
会
に
て
、
今
回

還
付
さ
れ
る
４
８
３
，
４
４
０
円

が
、
村
の
一
般
財
源
か
ら
予
算
計

上
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

立
ち
寄
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い…

旅
を
彩
る
素
敵
な
駅
へ

Ｂ
Ｒ
Ｔ
３
駅
周
辺
整
備

宝
珠
山
駅
一
部
工
事
開
始
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

過
誤
納
金
問
題

丁
寧
な
対
応
と
再
発
防
止
を
！

旧ホームにはガラス箱のような
細長い建造物を作り、「県をまた
がるミュージアム」として楽し
く過ごせる空間を。 

なぜ
駅周辺整備を
行うの？

なぜ
駅周辺整備を
行うの？

　
日
田
彦
山
線
が
鉄
道
か
ら
Ｂ

Ｒ
Ｔ
ひ
こ
ぼ
し
ラ
イ
ン
と
い
う

新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
転

換
さ
れ
る
こ
と
で
、福
岡
県
・

東
峰
村
・
添
田
町
は
連
携
し
て

「
福
岡
県
日
田
彦
山
線
沿
線
地

域
振
興
計
画
」を
策
定
。沿
線

地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指

し
、魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

行
う
た
め
、「
東
峰
村
Ｂ
Ｒ
Ｔ

駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
。

駅舎待合所はクオリティの高い
木質空間でこどもと大人が遊べ
る施設。木材は出来るだけ地場
産材を使用し、地元の文化を取
り入れた遊具を設置。 

コミュニティーホールは、「カ
フェ」に。東峰村ならではのド
リンクやスイーツを素敵な環境
で提供。 

宝珠山駅什器製作設置業務委託契約締結
契約の相手方　（有）オフィスフィールドノート
契約の金額 5966万円
履行期間 令和6年10月31日まで

宝珠山駅工事請負契約締結
契約の相手方 杠（ゆずりは）建設（株）
契約の金額 4233万円
履行期間 令和6年10月31日まで

再
発
防
止
を
求
め
、
今
後
も
注
意

し
て
ま
い
り
ま
す
。

６
月
定
例
会
補
正
予
算
質
疑
よ
り

議
員
　
全
員
協
議
会
や
総
務
常
任

委
員
会
で
、
私
た
ち
は
、
未
還
付

金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
意
見
し
た
が
、
村
は
法
律
上
す

ぐ
反
応
で
き
ず
対
応
を
決
め
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
、
結
局
は
村
の

一
般
財
源
を
使
っ
て
い
ま
す
。
断

り
を
議
場
で
言
う
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

村
長
　
法
律
上
期
限
が
来
て
時
効

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、

村
の
予
算
を
使
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
く
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら

反
省
申
し
上
げ
、
二
度
と
起
き

な
い
よ
う
厳
に
誓
い
ま
す
。

 

原 因
住民福祉課の担当係内における事
務引継ぎが十分になされていなかっ
たことや、業務の進捗をチェックす
る仕組みがなかったこと。 

再発防止策
①複数職員で相互に確認を行うこと
を徹底します。
②通知書作成業務に係るマニュアル
･工程チェック表を作成し、進捗
状況を管理します。
③上司が、毎月定期的に処理状況を
確認し、必要な指示を行うことと
します。 

　
６
月
定
例
会
で
は
、
宝
珠
山
駅

整
備
に
か
か
る
什
器
製
作
設
置
業

務
委
託
契
約
締
結
に
つ
い
て
の
議

案
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
今
回

改
修
工
事
を
行
う
箇
所
は
駅
舎
が

中
心
で
す
。
令
和
６
年
度
予
算
に

計
上
さ
れ
た
宝
珠
山
駅
周
辺
整
備

に
関
わ
る
設
計
は
、
引
き
続
き
他

２
駅
の
整
備
と
同
様
に
議
会
で
協

議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

バス停からみた駅舎
※後期高齢者医療制度は平成20年から開始

金 額
5,000

0
50,690
64,100
127,670
73,560
88,990
73,430

0
0

39,490
180,830
80,890
59,930
295,020

件 数
2
0
14
20
19
24
18
12
0
0
7
35
20
15
63

年 度
平成20

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

令和2
3
4

年度毎の還付未済額 （円）

今
回
判
明
し
た
部
分

還付金詐欺に
ご注意ください！

今
回
の
件
で
、

役
場
職
員
が
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
の
操
作

を
お
願
い
す
る

こ
と
や
、
個
人
口
座
の
暗
証
番

号
等
を
電
話
な
ど
で
お
尋
ね
す

る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

JR九州「ななつ星」等のデザインで知られる水戸
岡鋭治氏がデザイン管理に加わり、設計されてい
ます。

※設計事業者から示されているイメージ図です。

令和６年７月号 （７５号）

　
昨
年
３
月
か
ら
継
続
し
て
協
議

し
て
き
た
大
行
司
駅
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
つ
い
て
、５
月
29
日
の
全

員
協
議
会
に
お
い
て
、「
車
い
す
用

階
段
昇
降
機
」を
大
行
司
駅
に
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
経
緯
は
令
和
６
年
度
当
初
予

算
審
議
に
お
い
て
、説
明
が
不
十

分
な
こ
と
か
ら「
事
業
執
行
の
際

に
は
、議
会
と
協
議
の
う
え
進
め

る
」こ
と
を
総
括
質
議
で
村
長
に

確
認
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、経
済
常
任
委
員
会
で

協
議
を
重
ね
、経
済
常
任
委
員
会

で
は
、「ス
ロ
ー
プ
カ
ー
の
設
置
が

望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
」と
の

結
論
を
出
し
ま
し
た
。そ
れ
を
受

け
全
員
協
議
会
で
審
議
し
、昨
年

８
月
の
全
員
協
議
会
で
は
反
対

多
数
に
よ
り
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
設

置
を
否
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
福
岡
県
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」に
基
づ
く
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
義
務
や
、国
の
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
返
還
の

可
能
性
な
ど
か
ら
、再
度
村
よ
り

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、再
度
全
員
協
議
会
を

中
心
に
協
議
を
行
い
、最
終
的
に

は
村
が
提
案
し
た「
車
い
す
用
階

段
昇
降
機
」の
設
置
に
つ
い
て
審

議
し
、大
行
司
駅
に
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
雨
天
時
や
利
用
方
法
等
に
つ
い

て
は
、引
き
続
き
説
明
を
受
け
て

い
き
ま
す
。

車いす用階段昇降機イメージ

大行司駅のバリアフリー化に関する協議経過　

①スロープカーを中心とした協議②バリアフリー化を中心とした協議

令和7年5月1日　全員協議会
　村より、５案（階段昇降機設置、傾斜路拡幅工事、車い
す専用スロープの整備、スロープカー設置、エレベーター
設置）提示。交付金事業は令和７年度中に事業完了が必
要なため５月中の方針決定が必要との説明。

令和6年3月議会　
　予算審議会において、説明が不十分な
ため「事業執行の際には、議会と協議のう
え進める」ことを総括質疑で、村長に確認を
行い、当初予算は原案通り可決。

令和6年４月～５月　経済常任委員会
　調査・研究をはじめ計６回の協議を重
ねる。

令和6年5月17日　全員協議会
　経済常任委員会として「総合的に判断し
た中で、スロープカーは設置する方が望ま
しいのではないか」という方向性を出す。

令和6年7月10日、8月7日　全員協議会
　担当課からの説明後、全員で協議を行い
採決。反対多数により、「大行司駅周辺整
備に関係する全部の予算執行を認めない」
という結論。

令和6年9月12日　全員協議会
　村より「福岡県福祉のまちづくり条例」等に基づくバ
リアフリー化が必要であることから、「スロープカー設置
案」の再提案があった。

令和6年10月25日　全員協議会
　村は「スロープカー設置案」について再提案。代替案
についても議会に意見を求めた。

令和6年11月26日　全員協議会
　議会から、「福岡県福祉のまちづくり条例」の適用要件
やこれまでのバリアフリー検討経緯に関する資料を担当
課に要求。

令和7年2月10日　全員協議会
　社会資本整備総合交付金の早期予算執行が必要な
ため大行司駅階段の段差解消工事への予算執行を承
認する。

令和7年5月29日　全員協議会
　村より、バリアフリー設備として「車いす用階段昇降
機」設置の提案。全員で協議後、採決。賛成多数により、
設置することに決定。

令和7年1月8日　全員協議会
　担当課より大行司駅バリアフリー検討比較について
説明。

大行司駅への車いす用階段昇降機設置関係予算

令和6年度からの繰越予算

項 目

計

階段再整備
車いす用階段昇降機の設置（工事）
筑前岩屋トイレ・駐車場整備
宝珠山駅駐車場整備
大行司駅トイレ・駐車場整備

予算額(千円)

１２１,６６１

２７,０００
４０,１５０

５４,５１１
残額を最大限活用

スロープカーを設置しない方向へ

車いす用階段昇降機を設置する方向へ

令和７年７月号 （７９号）



12月定例会トピックス

　12月定例会は12月9日から11日までの会期で開催しました。
　8人の議員が一般質問をし、専決処分の承認1件、条例の一部改正2件、計画の変更1件、
補正予算2件、介護保険広域連合議員選挙1件、合計7件を慎重審議し、原案通り可決しま
した。

第7回定例会（12月）議決結果一覧表

東峰村一般職の職員の給与に関する
条例及び東峰村一般職の任期付職
員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可
決

人事院勧告に準じて、東峰村一般職の職員の給与に
関する条例及び東峰村一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の一部を改正する。

改正の主な内容：
①民間給与との格差（3.62％）を解消するため、若年
層に重点を置きつつ、その他の職員も官民格差是正
のため給料表を引上げ改定
②（一般職）期末勤勉手当4.60月分→4.65月分
　　　　　　　　　　　　　　　（0.05月分引上げ）
③（再任用職員）期末勤勉手当2.40月分→2.45月分
　　　　　　　　　　　　　　　（0.05月分引上げ）
④（特定任期付職員）期末手当3.65月分→3.70月分
　　　　　　　　　　　　　　　（0.05月分引上げ） 

東峰村過疎地域持続的発展計画
（令和３年度～令和７年度）の変更に
ついて

可
決

計画中の「７子育て環境の確保、高齢者等の保健及び
福祉の向上及び増進」及び「１４ 過疎地域持続的発展特
別事業（再掲）」中の事業内容から「生活支援拠点事業
整備事業」を削除する。
計画中の「９ 教育の振興」の事業内容に「集会施設整備
事業」を追記する。 

専決処分の承認を求めることについて（専決第４号）：令和7年度東峰村一般会計歳入
歳出補正予算（第4号）

承
認

令和7年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第5号）（4ページへ）可
決

東峰村特別職の職員の給与等に関す
る条例及び東峰村議会の議員の報酬
及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

令和７年１１月２５日付 東峰村特別職報酬等審議会の答
申を受け、東峰村特別職の職員の給与等に関する条例
及び東峰村議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する。

改正の主な内容：
①（特別職）期末手当2.80月分→2.825月分
　　　　　　　　　　　　　　　（0.025月分引上げ） 

可
決

令和７年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第１号） 可
決

条

例

全

会

一

致

補

正

予

算

福岡県介護保険広域連合議会議員の
選挙について

選
挙

広域連合議会議員の眞田秀樹氏が令和７年１０月１９
日をもって任期満了となり、広域連合規約第８条の
規定により、関係市町村の議会の議員及び長のうち
から１人を選挙する。
当選人：　東峰村長　眞田秀樹

そ
の
他

議案一覧 議案の主な内容
区　
分

賛　
成

審
議
結
果

い
ず
み
館
の
空
調
設
備
を
全
面
改
修
実
施
へ

停
電
時
も
エ
ア
コ
ン
が
利
用
可
能
に

　
令
和
６
年
か
ら
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
い
ず
み
館
で
経
年

劣
化
に
よ
る
空
調
設
備
の
故

障
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い

ま
し
た
。
１２
月
定
例
会
に
て
、

空
調
設
備
工
事
費
お
よ
び
非

常
用
発
電
機
設
置
費
約
１
億

２
０
０
０
万
円
を
含
む
補
正

予
算
を
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

今
回
新
た
に
設
置
す
る
非

常
用
発
電
機
に
よ
り
、
停
電

時
で
も
エ
ア
コ
ン
が
稼
働
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
等
の

小
部
屋
に
は
家
庭
用
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
る
た
め
、
利

便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

工
事
に
つ
い
て
は
、
空
調

設
備
は
５
〜
６
月
を
予
定
。

発
電
機
は
発
注
後
５
〜
６
ヶ

月
の
製
作
期
間
を
要
す
る
た

め
、
８
月
中
に
工
事
が
完
了

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
の
利
用
等
に

つ
い
て
は
、
住
民
福
祉
課
か

ら
の
お
知
ら
せ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

ココが

ポイント！！
非常用発電機の新設により、
停電時も空調利用が可能に

ボランティア室等の小部屋には
家庭用エアコンが設置され、利便性向上へ



ここが聞きたい！
一 般 質 問

令和7年東峰村議会第7回（12月）定例会

一般質問の詳細は

議事録をチェック！！

質問順 質問事項（色付きは記載事項）議員名 ページ

図書館の整備について
特別定額給付金について
ホームページの入札情報について

樋口　朗
ひぐち  あきら

1 P7

東峰村就業体験について
地域おこし協力隊インターンについて佐々木　孝

ささき  たかし
P84

P8
一人暮らしの村民の見守りについて
認知機能が低下していると思われる高齢者の見守りについて
災害に強い村作りの推進について

髙倉 美紀惠
たかくら  みきえ

3

森林等整備について
森林環境譲与税について黒川　隆康

くろかわ  たかやす
P72

アピアランス（外見）ケアについて
マイナ救急の運用について
村長選挙立候補予定者説明会の実施時期について

高橋　弘展
たかはし  ひろのぶ

P95

東峰村のコメ中心の持続可能な農業について梶原　伯夫
かじわら  はくお

　7

第三セクター株式会社宝珠山ふるさと村について佐々木 紀嘉
ささき  のりよし

P98

東峰村の農業振興について和田　将幸
わだ  まさゆき

　6

総
合
計
画
で
公
民
館
図
書
の
充
実
と
な
っ
た
経
緯
は

村
長  

図
書
館
整
備
で
は
な
く
蔵
書
数
の
充
実
を
図
る

樋口　朗  議員

議
員　
総
合
計
画
作
成
時
、各
種
団

体
ヒ
ア
リ
ン
グ
で「
図
書
館
整
備
」の

要
望
が
あ
っ
た
が
、計
画
で
は「
公

民
館
図
書
の
充
実
」に
変
わ
っ
て
い

る
。そ
の
経
緯
は
。

村
長　
総
合
計
画
策
定
委
員
会
で
協

議
す
る
中
で
、経
費
面
を
考
え
、「
公

民
館
図
書
の
充
実
」に
な
っ
た
。

議
員　
旧
朝
倉
郡
内
で
は
、合
併
前

か
ら
杷
木
町
ら
く
ゆ
う
館
、朝
倉
町

民
セ
ン
タ
ー
、め
く
ば
ー
る
三
輪
、夜

須
町
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
と
、図
書
館

が
整
備
さ
れ
て
い
た
。「
公
民
館
図

書
の
充
実
」で
、東
峰
村
に
住
ん
で
も

ら
う
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
可
能
か
。

村
長　

村
の
機
能
と
し
て
、行
政
、

福
祉
、教
育
、産
業
、観
光
の
拠
点
計

画
の
中
で
考
え
て
い
く
。

議
員　
人
口
１
２
０
０
人
の
宮
城
県

七
ヶ
宿
町
に
は
、立
派
な
図
書
館
が

あ
る
。東
峰
村
で
も
検
討
で
き
な
い

か
。

村
長　
現
状
の
図
書
ス
ペ
ー
ス
は
不

十
分
と
認
識
し
て
お
り
、今
後
は
全

体
構
想
の
中
で
考
え
て
い
く
。

集落センターの
図書コーナー

七ヶ宿町（宮城県）の図書館

村
独
自
の
森
林
整
備
計
画
が
必
要
で
は

村
長  

実
態
に
即
し
た
計
画
を
考
え
て
い
く

黒川 隆康 議員

議
員　
東
峰
村
の
林
業
の
大
き
な
問

題
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

①
高
齢
化
に
伴
う
従
事
者
の
減
少

②
急
峻
の
た
め
作
業
効
率
が
悪
く
、

生
産
性
が
低
い

③
所
有
者
不
明
林
が
増
え
、適
切
な

管
理
や
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
い

状
況

対
応
に
つ
い
て
、村
長
の
考
え
は
。

村
長　

①
現
状
で
は
具
体
的
な
展
開
に
い
た

っ
て
い
な
い
。森
林
に
関
す
る
認
識

を
浸
透
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
国
の
制
度
を
踏
ま
え
、森
林
全
体

を
行
政
が
俯
瞰
し
、森
林
組
合
や

所
有
者
と
考
え
て
い
く
時
期
に
き

て
い
る
。

③
森
林
経
営
管
理
制
度
に
沿
っ
た
対

応
を
、関
係
機
関
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

議
員　
東
峰
村
独
自
の
森
林
整
備
計

画
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、村
長

の
考
え
は
。

村
長　
協
議
の
あ
り
方
は
農
林
建
設

課
等
と
考
え
て
い
く
。実
態
に
即
し

た
、計
画
の
作
成
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
令
和
６
年
決
算
で
は
、意
向

調
査
に
約
５
０
０
万
円
、施
業
判
断

に
約
６
４
４
万
円
、合
計
１
１
４
４
万

円
の
委
託
料
支
出
が
あ
る
。ど
の
よ

う
な
調
査
・
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

農
林
建
設
課
長　
毎
年
同
じ
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。関
係
者
と
議
論
を

重
ね
、委
託
内
容
に
つ
い
て
見
直
し

等
の
検
討
を
考
え
て
い
く
。

伐採された山林



一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
の
取
組
は

住
民
福
祉
課
長  

集
落
支
援
員
の
訪
問
と
サ
ス
ケ
の
啓
発
を
実
施

髙倉 美紀惠 議員

議
員　
村
の
50
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
方
は
、男
性
83
名
、女
性
１
０

３
名
い
る
。昨
今
、異
常
気
象
で
夏

は
熱
中
症
、冬
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

等
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

毎
年
１
〜
２
名
に
つ
い
て
、死
亡
後

発
見
が
遅
れ
る
事
案
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。亡
く
な
っ
た
方
は
緊
急
通
報

生
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム「
サ
ス
ケ
」

を
設
置
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
現
在
、サ
ス
ケ
を
利
用
し
て
い
る

高
齢
者
は
何
名
か
。希
望
す
れ
ば
利

用
で
き
る
の
か
、利
用
条
件
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　
サ
ス
ケ
の
設
置
台

数
は
４６
件
。設
置
条
件
は
、基
本
的

に
６５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
。

老
衰
や
傷
病
等
に
よ
り
発
作
や
転
倒

の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
や
、健
康
状
態

が
不
安
定
で
日
常
生
活
に
お
い
て
特

に
注
意
を
要
す
る
方
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　
65
歳
以
上
の
、持
病
等
で
日

常
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
へ
の
啓
発

は
し
て
い
る
の
か
。希
望
に
対
応
で

き
る
台
数
は
あ
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　
集
落
支
援
員
が
訪

問
時
に
、必
要
性
の
啓
発
や
相
談
対

応
を
行
っ
て
い
る
。現
在
、４６
台
を
使

用
し
て
い
る
。設
置
が
で
き
な
い
事

態
が
生
じ
な
い
よ
う
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。

緊急通報生活サポートシステム「サスケ」

東
峰
村
の
就
業
体
験
の
目
的
は

総
務
企
画
課
長  

村
行
政
へ
の
理
解
向
上
と
志
願
者
増
に
つ
な
げ
る

佐々木  孝  議員

議
員　
８
月
か
ら
東
峰
村
就
業
体
験

を
始
め
て
い
る
が
、そ
の
目
的
は
。

総
務
企
画
課
長　
行
政
の
実
務
を
経

験
す
る
こ
と
で
、行
政
へ
の
理
解
を
向

上
さ
せ
、職
員
採
用
試
験
の
志
願
者

増
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
目
的
で
実

施
し
て
い
る
。

議
員　
体
験
期
間
が
、原
則
２
週
間

以
内
と
な
っ
て
い
る
が
、ど
れ
く
ら

い
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。

総
務
企
画
課
長　
大
学
の
単
位
認
定

の
目
安
が
５
日
間
以
上
で
あ
る
こ
と
、

県
や
他
自
治
体
の
制
度
と
比
較
し
な

が
ら
設
定
し
た
。２
週
間
程
度
で
あ

れ
ば
、複
数
課
の
業
務
を
経
験
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

議
員　
受
け
入
れ
側
が
や
り
や
す
い

体
制
を
作
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
で

は
な
い
か
。

村
長　
今
回
は
、応
募
者
の
意
向
を

優
先
し
、体
験
内
容
を
調
整
す
る
対

応
を
基
本
と
す
る
。次
回
以
降
、業
務

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、体
験
に
活
か

し
て
い
き
た
い
。

議
員　
高
校
生
以
上
が
対
象
な
の

で
、
長
期
休
業
中
の
実
施
や
大
学

１
・
２
年
生
の
優
先
参
加
を
検
討
で

き
な
い
か
。

村
長　
夏
休
み
中
の
実
施
も
検
討
し

て
い
る
。学
生
へ
は
早
め
の
呼
び
か
け

も
必
要
か
と
考
え
て
い
る
。

就業体験で行政に興味を持ってもらいたい

が
ん
患
者
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス(

外
見)

ケ
ア
支
援
は

村
長  

前
向
き
に
対
応
し
て
い
く

高橋 弘展 議員

議
員　
が
ん
治
療
に
伴
う
外
見
の
変

化
に
対
し
て
、医
学
的
・
整
容
的
・
心

理
社
会
的
支
援
を
用
い
て
外
見
の
変

化
を
補
完
し
、苦
痛
を
軽
減
す
る
ケ

ア
を「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
」と
い
う
。

福
岡
県
で
は
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
の

購
入
費
を
助
成
す
る
市
町
村
へ
の
支

援
制
度
が
あ
る
が
、東
峰
村
で
は
実

施
し
な
い
の
か
。

村
長　
１２
月
議
会
補
正
予
算
に
は
間

に
合
わ
な
か
っ
た
が
、対
応
し
て
い
く
。

議
員　
筑
前
町
で
は
、制
度
開
始
の

令
和
３
年
度
に
遡
っ
て
補
助
を
行
っ

て
い
る
。村
の
考
え
は
。

村
長　
即
答
は
で
き
な
い
が
、必
要

性
を
検
討
す
る
素
地
は
あ
る
。

マ
イ
ナ
救
急
に
つ
い
て

議
員　
救
急
搬
送
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
活
用
す
る「
マ
イ
ナ
救
急
」

の
運
用
状
況
は
。

総
務
企
画
課
長　
１０
〜
１１
月
末
ま
で

の
村
内
救
急
搬
送
１１
件
中
４
件
で
マ

イ
ナ
救
急
が
利
用
さ
れ
た
。
村
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率
は
９７
・
２

％
、
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
率
は
国
保

で
９２
・
７
％
、後
期
高
齢
者
で
６８
％
。

議
員　
マ
イ
ナ
救
急
の
推
進
に
お
い

て
、救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
や
特
定
健

診
の
受
診
と
の
連
携
を
検
討
す
べ
き

で
は
。

住
民
福
祉
課
長　
特
定
健
診
の
情
報

は
、マ
イ
ナ
連
携
で
か
か
り
つ
け
医
で

も
見
ら
れ
る
の
で
、ぜ
ひ
受
け
て
い
た

だ
き
た
い
。キ
ッ
ト
は
、情
報
の
更
新

を
課
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

第
三
セ
ク
タ
ー
ふ
る
さ
と
村
の
活
用
策
は

村
長  

現
状
の
事
業
内
容
で
は
利
益
を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い

佐々木 紀嘉 議員

議
員　
宝
珠
山
ふ
る
さ
と
村
は
、設

立
当
初
、ど
の
よ
う
な
事
業
や
活
動

を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た

の
か
。

村
長　
施
設
管
理
の
受
託
や
飲
食
店

・
宿
泊
施
設
の
経
営
を
は
じ
め
、農
産

物
の
加
工
販
売
、イ
ベ
ン
ト
企
画
等
、

村
の
振
興
・
発
展
を
目
的
と
し
た
事

業
展
開
を
計
画
し
て
い
た
。

議
員　
当
時
、い
ぶ
き
館
の
カ
フ
ェ
レ

ス
ト
ラ
ン
の
来
客
数
は
、ど
の
程
度
の

計
画
だ
っ
た
の
か
。

村
長　
年
間
で
約
２
万
人
と
試
算
さ

れ
て
い
た
。

議
員　
多
数
の
来
客
を
計
算
上
見
込

ん
で
お
れ
ば
、合
併
浄
化
槽
が
５５
人

槽
で
は
な
く
、１
０
０
人
槽
で
設
計
し

な
け
れ
ば
と
思
う
。ほ
ぼ
毎
年
の
赤

字
決
算
は
事
業
計
画
と
か
い
離
が
あ

る
の
か
。

村
長　
収
入
を
支
え
る
予
定
で
あ
っ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
が
開
業
出
来
な

か
っ
た
こ
と
が
、主
な
要
因
と
思
わ

れ
る
。

議
員　
旧
宝
珠
山
村
が
想
定
し
て
い

た
第
三
セ
ク
タ
ー
の
意
義
を
踏
ま
え

た
上
で
、村
と
し
て
最
も
有
効
な
活

用
策
は
。

村
長　
現
状
の
事
業
内
容
で
は
利
益

を
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。今
後
は
、

資
本
金
を
取
り
崩
し
て
で
も
必
要
な

投
資
を
行
い
、利
益
と
し
て
回
収
で

き
る
事
業
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
、役
員
会
で
も
認
識
を

持
っ
て
い
る
。

山村文化交流施設　いぶき館



みなさんの身近な議会となるために
シリーズ

全3回
第3回

　３回シリーズで議会（議員）のシゴトについてお伝えしています。
　令和8年4月には、村議会議員選挙が行われます。今回は、立候補
を考えたときに、必要な準備や手続きについてご紹介します。

令和8年4月は東峰村議会議員選挙があります

立候補を決意した後の主な事項
・後援会など、選挙に向けた支援体制の検討・整備
・後援会を政治団体とする場合の福岡県選挙管理委員会への届出
　※後援会の設置は必須ではありません。

※ 当選した村議会議員の任期は、令和8年5月1日から始まります。

Q 顔見知りが多い地域で、
日常会話は選挙運動になりますか？

A. 投票を依頼する発言や支持を求める内容は、選
挙期間中は選挙運動に該当します。あいさつや
雑談であっても、内容には注意が必要です。

Q 集会や飲み会で、
立候補の話をしても良いですか？

A. 告示前であっても、事前運動と判断されるお
それがあります。不特定多数が集まる場での
発言は慎重に行う必要があります。

Q 親戚や知人が多い場合、
　　　　応援は問題ありませんか？

A. 応援自体は可能ですが、無報酬であることが原
則です。飲食の提供や金品の授受は、公職選挙
法に抵触するおそれがあります。

Q 家族が選挙活動を
　　　　手伝っても良いですか？ 

A. 可能ですが、ビラ配布や電話かけなど、法律で
認められた方法・期間に限られます。違反が候
補者本人の責任となる点に注意が必要です。

Q 「昔からの付き合い」で物やサービスを
　　　  受け取っても大丈夫ですか？

A. 選挙に関係して物品や便宜を受け取ること
は、たとえ慣習であっても禁止されています。

Q 後援会名での活動は
　　　　　自由にできますか。 

A. 告示前であっても、事前運動と判断されるお
それがあります。不特定多数が集まる場での
発言は慎重に行う必要があります。

Q 「応援している」とSNSに
書いてもらうのは問題ありませんか。

A. 第三者による投稿であっても、内容や方法に
よっては違反となる場合があります。特に未
成年者の関与には注意が必要です。

Q 村の行事や地域活動への
　　　参加は控えるべきですか。 

A. 通常の参加は問題ありませんが、選挙目的と
受け取られかねない言動は避け、節度ある行
動が求められます。

Q 「村だから大丈夫」は通用しますか。 

A. 公職選挙法は地域の規模に関係なく適用され
ます。「知らなかった」「昔からやっている」は
理由になりません。

　顔の見える関係が強い地域ほど、善意が
思わぬ違反につながることがあります。制
度を正しく理解し、公正な選挙を心がけるこ
とが大切です。公職選挙法について、詳しく
は東峰村選挙管理委員会（宝珠山庁舎 総務
企画課内）にお尋ねください。

村の未来を考える一歩として、立候補という選択があります

立候補者が

気をつけたいこと

告示日までの主な準備事項
・立候補に必要な関係書類の準備
・法務局への供託金（15万円）の納付
・選挙運動用自動車や選挙ポスター等の準備

立候補予定者説明会 

告示日に行われる主な手続き・活動
・選挙管理委員会へ立候補届出を行います
・選挙運動用腕章などの物品が交付されます
・選挙管理委員会が設置する掲示板に選挙ポスターを掲示します
・選挙運動用自動車による演説や呼びかけができます

告示 

投開票日以降に関係する主な事項
・選挙運動の終了
・開票結果の確認
・当選証書の受領（当選者）
・選挙運動費用の収支報告
・供託金の返還及び公費負担の請求

投開票

（令和8年3月24日予定）

（令和8年4月21日予定）

 （令和8年4月26日予定）



常任委員会報告今、    調べてる？？

総
務
常
任
委
員
会 

活
動
報
告

委
員
長
　
高
橋
弘
展
　 

委
員
　
髙
倉
美
紀
惠
　
伊
藤
均
　
樋
口
朗

― 民間からの多様な提案を得る取組 ―
令和７年度政策サイクル「旧宝珠山小学校の利活用」

　廃校及び公共施設の利活用について見識を深めるため、総務省のアドバイザーを務め
る（株）地域科学研究所の西田稔彦氏に、視察研修や学習会のコーディネートを依頼し、
10月から11月にかけて研修を実施しました。

　同施設は、株式会社terra（テラ）が運営してお
り、代表者が有する多様なネットワーク（人脈）を
活かすことで、設備や資材を低コストで調達し、効
率的な施設運営を行っている。
　利用形態も幅広く、個人宿泊に加え、大学等の
合宿や長期研修など、多様なニーズに対応してい

る点が特徴である。
　特に食事の質に力を入れており、利用者満足度
は高い。また、宿泊者に対する後日のヒアリングを
継続的に実施していることから、リピート率の向上
にもつながっている。

多様な人脈を活かした低コストな施設運営
視
察
研
修
①　
10
月
29
日

旧
え
び
の
市
立
加
久
藤
小
学
校
尾
八
重
野
分
校

　

 

（
宿
泊
・
合
宿
研
修
施
設
と
し
て
利
活
用
）

学校に寄せられてきた多様な想いを共有
意
見
交
換
会　
11
月
９
日

旧
宝
珠
山
小
学
校 

歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会（
ほ
う
し
ゅ
楽
舎
）

　
旧
宝
珠
山
小
学
校
の
歴
代
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
会
の
方
々
と
意
見
交

換
会
を
行
っ
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、廃
校
か

ら
１５
年
に
わ
た
り
、小
学
校
周

辺
の
草
刈
り
活
動
を
継
続
し
て

こ
ら
れ
た
経
緯
を
は
じ
め
、学

校
に
寄
せ
ら
れ
て
き
た
想
い
や

地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、

貴
重
な
ご
意
見
を
伺
っ
た
。

　
ま
た
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
西
田
氏
と
と
も
に
、廃
校
利

活
用
の
考
え
方
や
今
後
の
可
能

性
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　八代市財産経営課では、公共施設を不動産とし
て捉え、定期的な見学会の開催や公共不動産情報
のWEB掲載などを通じて、民間による多様な利
活用を促進する取り組みを行っている。
　視察した旧小学校では、４つの法人・団体がそ

れぞれ施設を利用しており、施設維持費や共益費
を共同で分担することで、各利用者の負担軽減が
図られている。
　また、利用する事業者が相互に連携したイベント
を実施するなど、新たな取り組みも生まれている。

複数事業者による運営で維持コスト低減化
視
察
研
修
②　
10
月
30
日

旧
八
代
市
立
鏡
西
部
小
学
校

（
児
童
福
祉
施
設
・
農
業
法
人
事
務
所
・

自
主
運
営
避
難
所
・
サ
ー
モ
ン
養
殖
場

　
　
　
　
　
　
　
　

  

と
し
て
利
活
用
） 

小さく始め、段階的に育てる施設活用の手法
学
習
会　
11
月
10
日

総
務
常
任
委
員
会
・
総
務
企
画
課（
ほ
う
し
ゅ
楽
舎
）

　
視
察
研
修
の
ま
と
め
と
し
て
、

廃
校
利
活
用
お
よ
び
公
共
施

設
管
理
の
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
西
田

氏
か
ら
は
、他
自
治
体
に
お
い

て
も
導
入
さ
れ
て
い
る「
ト
ラ

イ
ア
ル
・
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
」を

活
用
し
、
ま
ず
は
小
規
模
な

試
行
か
ら
利
活
用
を
進
め
て
い

く
手
法
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、

委
員
会
と
し
て
理
解
を
深
め
た
。

※

ト
ラ
イ
ア
ル
・
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
民
間
事
業
者
等
が
、公
共
施
設

等
を
活
用
し
て
試
験
的
に
事
業
や

活
動
を
行
い
、収
益
性
や
施
設
の

使
い
勝
手
な
ど
を
検
証
す
る
取
り

組
み
。自
治
体
に
と
っ
て
は
、実

証
を
通
じ
て
公
共
施
設
の
さ
ら
な

る
有
効
活
用
を
検
討
す
る
機
会
と

な
る
。

旧宝珠山小学校の利活用は、公共施設活用検討委員会で検討へ
　総務企画課から、今年度中に公共施設活用検討委員
会を開催する予定であることが報告され、旧宝珠山小
学校を含む個別施設のあり方について、同委員会にお
いて検討を進めていく方向性を、総務常任委員会内で
共有しました。

　また、令和8年度は公共施設等総合管理計画における
個別計画の策定時期に当たることから、旧宝珠山小学
校についても、行政機能と民間活用の両面を考慮しつ
つ、公共施設活用検討委員会における協議の進捗を注
視していく必要があることを確認しました。

まとめ

※

としひこ

か
く
と
う

お

べ

の



経
済
常
任
委
員
会 

活
動
報
告

委
員
長
　
佐
々
木
紀
嘉
　 

委
員
　
梶
原
伯
夫
　
黒
川
隆
康
　
佐
々
木
孝
　
和
田
将
幸

　
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、令
和
５
年
７
月

か
ら「
東
峰
村
の
持
続
可
能
な
農
業
」を
テ
ー

マ
に
、先
進
地
視
察
や
村
内
で
の
現
地
調
査

を
行
い
、調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
先
進
地
視
察
で
は
、宮
崎
県
日
之
影
町
に

お
け
る
公
設
公
営
の
仕
組
み
の
ほ
か
、大
分

県
国
東
市
で
省
力
化
が
見
込
ま
れ
る「
乾
田

直
播
」、日
田
市
の
中
山
間
地
域
で
１８
年
に

わ
た
り
活
動
を
続
け
て
い
る
農
業
組
合
法
人

「
小
野
谷
」を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、村
内
の
現
地
調
査
で
は
、集
落
協

定
地
区
２１
地
区
す
べ
て
と
、
既
に
廃
止
さ

れ
た
５
地
区
を
含
む
計
２６
地
区
を
巡
回
し
、

農
業
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、１０
年
後
に
は

小
石
原
地
区
で
は
８
地
区
の
う
ち
７
地
区
、

宝
珠
山
地
区
で
は
１３
地
区
の
う
ち
２
地
区
に

お
い
て
、農
業
の
継
続
が
厳
し
く
な
る
と
見

込
ま
れ
る
状
況
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

東
峰
村
の
持
続
可
能
な
農
業
に
つ
い
て

農
業
は
農
地
を
守
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

用水の頭首工

未整備の農道農地の荒廃化

見えてきた課題と村の考え
（１２月定例会において、梶原伯夫委員・和田将幸委員が一般質問しました。）

① 用水の取水・維持管理
村長　河川への重機の搬入路に関して
は、流れを阻害する形であれば難しい。
県から必要な部分は協議していくと回答
をもらっている。現状の自然流下の水
路を残し活かしていく。長期的な視点で
対策を考える。

② 未整備の農道
村長　村の補助事業の上限や、単独では
活用できない要件など、営農の意欲を削
がないような形で考え直す時期なので、
検討したい。

③ 後継者・担い手の問題
村長　後継者問題は非常に悩ましいし、
喫緊の課題として認識している。仕事づ
くり、人づくりを含め就業の視点で考え
なければいけない。

④ 荒廃を防ぐための農地活用
村長　荒廃農地については、柚子をはじ
め適材適所の植物を植えてもいいのでは
ないか。個人補助は難しいが、団体での取
り組みならいろんな補助の仕方がある。

⑤ 農地バンクのあり方
村長　現在の農地バンクのあり方は、手
続きが複雑で賃借の条件調整が必要なの
で、貸し手と借り手が利用しやすい組織体
制を作らないといけない。非常に難しい
がシステムづくりを模索していきたい。

その他課題
● 害獣対策
● 不在地主の農地荒廃化
● 共同作業のできる地域での組織化
● 農業法人のあり方

持続可能な村の農業に対する村長の考え
　村が旗を振りながら地域と寄り添って、様々な組織化ができないと農業を続けていく
ことは難しいので、経済常任委員会のみならず農業委員会、農林業振興協議会等の方々
と課題を共有しながら進めていきたい。

経済常任委員会として
　東峰村の持続可能な農業を実現するためには、まず農地を守ることが重要であるとの認
識に至りました。農地の維持・管理を起点に、村が主体となって地域や関係団体と連携し、
組織化や仕組みづくりを進めていくことが不可欠であると考えます。

常任委員会報告今、    調べてる？？

か
ん
で
ん

ち
ょ
く
は

お
の
だ
に
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今
期
４
年
間
の
議
会
活
動
を

締
め
く
く
る
最
終
号
を
お
届
け

し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
や
度
重
な
る
災
害

な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
で
も
、議

会
は
村
民
の
声
に
向
き
合
い
、

委
員
会
活
動
の
充
実
や
政
策
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
次
回
３
月
定
例
会
号
は
発
行

し
な
い
た
め
、本
号
が
最
終
号

と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
議
会
ウ

ォ
ッ
チ
を
ご
愛
読
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
、次

期
議
会
へ
の
期
待
を
込
め
て
結

び
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

（
高
橋　
弘
展
）

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員

委
員

長
　 

高
橋
　
弘
展

副
委
員
長
　  

佐
々
木
　
孝 

委

　
員
　  

髙
倉
美
紀
惠

　
　
　
　 

　 

樋 

口
　
朗

　
　
　 

　
　 

和
田
　
将
幸

発
行
責
任
者

議

　

長

伊 

藤
　
均

　

11
月
７
日
、「
戦
略
的
広
報
と
議

会
報
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
と
し
た
県

広
報
研
修
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
講
し

ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
広
報
委
員
５
名

で
研
修
や
全
国
町
村
議
会
議
長
会
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
を
受
け
な
が

ら
、「
村
民
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
議
会
広
報
」を
常
に
意
識

し
て
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、「
誰
に
」「
何
を
」「
ど

の
よ
う
に
伝
え
」「
ど
う
な
っ
て
も
ら

い
た
い
の
か
」と
い
う
問
い
を
投
げ

か
け
ら
れ
、
約
４
年
間
の
広
報
活
動

を
振
り
返
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、

①
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
見
出
し

や
写
真
に
な
っ
て
い
る
か

②
読
み
始
め
て
も
ら
え
る
紙
面
の
印

象
に
な
っ
て
い
る
か

③
理
解
・
納
得
し
て
も
ら
え
る
内
容

が
そ
ろ
っ
て
い
る
か

と
い
っ
た
視
点
で
自
己
点
検
を
行
い

ま
し
た
。

　
写
真
を
多
く
用
い
て
分
か
り
や
す

さ
を
工
夫
し
て
き
た
こ
と
や
、テ
ー

マ
選
び
、村
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
・

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
構
成
を
意
識

し
て
き
た
こ
と
、特
に
表
紙
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
を
改
め
て

確
認
し
ま
し
た
。

　
議
会
終
了
後
、翌
月
発
行
と
い
う

限
ら
れ
た
日
程
で
の
作
業
は
大
変
で

し
た
が
、一
定
の
手
応
え
と
達
成
感

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

村
民
に
伝
わ
る
議
会
広
報
を
目
指
し
て

会
員
委

別
特
報

広
会

議
／
集
編
　

会
議

村
峰

東
／
行

発

 
５２

４６
山
珠

宝
字

大
村
峰

東
郡

倉
朝

県
岡
福

　
２９

７１
―
８３

８〒

８３
０２

）
２７

（６
４９

０ 
Ｘ
ＡＦ

　
１１

３２
）
２７

（６
４９

０ 
ＬＥ

Ｔ

表紙 /コロナの先に(15ページ)

新ほうしゅ楽舎建設《東峰見聞録》 P2

P10ここが聞きたい《一般質問》

P8新たな観光プラン《トピックス》

7月号
2022

福岡県東峰村

表紙 /コロナの先に(14ページ)
小石原診療所松山所長　　

テレワークテラス宝珠《東峰見聞録》P2

P9ここが聞きたい《一般質問》

P4
ふるさと納税初めての3億円超《令和3年度 決算》

10月号
2022

福岡県東峰村

会
員

委
別

特
報

広
会
議

／
集

編
　

会
議
村

峰
東

／
行

発
 
５２

４６
山

珠
宝

字
大

村
峰

東
郡
倉

朝
県

岡
福

　
２９

７１
―
８３

８〒
８３

０２
）
２７

（６
４９

０ 
Ｘ
ＡＦ

　
１１

３２
）
２７

（６
４９

０ 
ＬＥ

Ｔ

表紙 /コロナの
先に(12ページ)

（合）東峰村ツ
ーリズム協会 小

野代表 
肥料価格高騰対策

補助金《トピックス》 Ｐ
4

Ｐ13
あの質問どうな

った?！

Ｐ7
ここが聞きたい

《一般質問》

1月号

2023福岡県東峰村

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 

ＴＥＬ
 ０９４６（

７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 

ＴＥＬ
 ０９４６（

７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

表紙 /その
声を後世

に紡ぎた
い(P14)

東峰学園
 東野元校

長

どうなる？
地域交通《

令和5年度
予算》 Ｐ2

Ｐ12

常任委員
会報告

Ｐ7

ここが聞
きたい《一

般質問》

4月号

2023

福岡県東
峰村

表紙 /
コロナ

の先に
(P10)

清和園
 坂口施

設長（
右）・湯野

事務局
長（左）

ここが
聞きた

い《一般質
問》

Ｐ6

Ｐ12

どうす
る？東峰

村議会《
議員定

数》

Ｐ11

常任委
員会報

告

8月号

202
3

福岡県
東峰村

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 

ＴＥＬ
 ０９４６（

７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 

ＴＥＬ
 ０９４６（

７２
）２３１１

　
ＦＡＸ

 ０９４６（
７２
）２０３８

表紙 /コロナの先に(P15)

宝珠の郷 左から三笠部長・尾花施設長・伊藤次長

どうなる？宝珠山駅《9月定例会》
Ｐ2

Ｐ8

ここが聞きたい《一般質問》
Ｐ5

歳出総額は前年と変わらず《令和4年度決算》

10
月号2023

福岡県東峰村

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 

ＴＥＬ
 ０９４６（

７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

表紙 /災害に負けてたまるか！(P2-P3)

左上から髙取焼宗家・蔵人窯・小野窯

　　　まるえい窯・秀山窯・原彦窯

学校給食業務委託へ《定例会トピックス》 Ｐ4

Ｐ１２

議員定数視察報告《特別委員会報告》
Ｐ7

ここが聞きたい《一般質問》

1月号
2024

福岡県東峰村

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 

ＴＥＬ
 ０９４６（

７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

表紙 /4月から私たちが東峰学園の　給食を作ります（給食試食会にて）

表紙 /4月から私たちが東峰学園の　給食を作ります（給食試食会にて）

表紙 /4月から私たちが東峰学園の　給食を作ります（給食試食会にて）

表紙 /4月から私たちが東峰学園の　給食を作ります（給食試食会にて）

BRT駅事業凍結へ《令和6年度当初予算》 Ｐ2

Ｐ9

ここが聞きたい《一般質問》
Ｐ7

西鉄バス廃止へ急ぐ代替案

4月号
2024

福岡県東峰村

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 
８３

０２
）
２７

（６
４９

０ 
Ｘ
ＡＦ

　
１１

３２
）
２７

（６
４９

０ 
ＬＥ

Ｔ

表紙 /東峰Jr.みらい塾6月地引網体験（糸島）

表紙 /東峰Jr.みらい塾6月地引網体験（糸島）

表紙 /東峰Jr.みらい塾6月地引網体験（糸島）

表紙 /東峰Jr.みらい塾6月地引網体験（糸島）

宝珠山駅一部工事開始へ《定例会トピックス》 Ｐ2

Ｐ12
BRT駅周辺事業の協議進む《経済常任委員会報告》

Ｐ5
ここが聞きたい《一般質問》

7月号
2024

福岡県東峰村

会
員

委
別

特
報

広
会
議

／
集

編
　

会
議

村
峰

東
／

行
発

 
５２

４６
山
珠

宝
字

大
村

峰
東

郡
倉

朝
県

岡
福

　
２９

７１
―
８３

８〒
８３

０２
）
２７

（６
４９

０ 
Ｘ
ＡＦ

　
１１

３２
）
２７

（６
４９

０ 
ＬＥ

Ｔ

歳出は前年同様４３億円台《令和5年度決算》 Ｐ2

Ｐ8ここが聞きたい《一般質問》

Ｐ6西鉄バス減便へ《定例会トピックス》

10月号
2024

表紙 /表紙 /表紙 /表紙 / 祝 全国大会優勝全国大会優勝
コンバインドB部門コンバインドB部門

東峰学園６年
藤澤けいさん
東峰学園６年
藤澤けいさん

福岡県東峰村

コンバインドBとは・・・
走幅跳とジャベリックボール投げ、
それぞれの最高記録を得点化する競技。

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 
８３

０２
）
２７

（６
４９

０ 
Ｘ
ＡＦ

　
１１

３２
）
２７

（６
４９

０ 
ＬＥ

Ｔ

村の“これから”を考える 《議会報
告会》 Ｐ2

Ｐ8
ここが聞きたい《一般質問》

Ｐ6
たび重なる「いずみ館」修繕《定例会トピ

ックス》

1月号
2025

表紙 /表紙 /表紙 /表紙 / 12月7日にしめ縄づく
りをしました

（東峰Jr.みらい塾・つながり
塾）12月7日にしめ縄づくりをし
ました

（東峰Jr.みらい塾・つながり
塾）

福岡県東峰村

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 

ＴＥＬ
 ０９４６（

７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

議員定数は現
状維持で決定

《委員会報告》 Ｐ2

Ｐ11

ここが聞きた
い《一般質問》

Ｐ4

BRT3駅の周辺
整備は？《令和7年度予算

》

4月号

2025

表紙 /表紙 /表紙 /表紙 / ただい
まKBCふるさ

とWISH CM
撮影中！

ただいまKBC
ふるさとWIS

H CM撮影中
！

（4/14～20
放送予定）

（4/14～20
放送予定）

福岡県東峰村

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
―
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 

ＴＥＬ
 ０９４６（

７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８

大行司駅
バリアフ

リー化決
定！《特集》 Ｐ

2

Ｐ8

ここが聞
きたい《

一般質問
》

Ｐ4

議会傍聴
に来てみ

ませんか
？

7月号

2025

表紙 /表紙 /表紙 /表紙 / 元
気に育て

！！（上福
井地区 

獅子入れ
）

元気に育
て！！（上

福井地区
 獅子入

れ）

福岡県東
峰村

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 

ＴＥＬ
 ０９４６（

７２
）２３１１

　
ＦＡＸ

 ０９４６（
７２
）２０３８

補助
制度

の見直
しは？

《令
和6年

度決
算》
Ｐ2

Ｐ8

ここ
が聞き

たい
《一
般質
問》

Ｐ6

いずみ
館空調

全面的
更新へ

《定例
会トピ

ックス
》

10月号

20
25

表紙
/

表紙
/

表紙
/

表紙
/ 東
峰学
園  愛

校作
業

東峰
学園
  愛校

作業

福岡
県東
峰村

議会広報特別委員会報告
広報力アップへ向けて広報力アップへ向けて

県
広
報
研
修
を
通
じ
て
見
え
た
議
会
広
報
の
課
題
と
成
果

4年間に発行した議会ウォッチ

県広報研修

8
1
号

令
和
8
年
1月
１
5
日
発
行

発
行
／
東
峰
村
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒８３８
-１７９２

　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
大
字
宝
珠
山
６４２５

 
ＴＥＬ

 ０９４６（
７２
）２３１１

　
ＦＡ
Ｘ
 ０９４６（

７２
）２０３８


	1P.pdf
	02P-P03.pdf
	04P-P05.pdf
	06P-P07.pdf
	08P-P09.pdf
	10P-P11.pdf
	12P-P13.pdf
	14P-P15.pdf
	16P.pdf

